
― 166 ―

症例報告

腕頭動脈-前大静脈動静脈瘻によりうっ血性心不全を呈した
ホルスタイン種成牛の１症例
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要　約　　　２歳６カ月齢のホルスタイン種成乳牛が水様性下痢を主訴に受診した．第８病日には，
胸垂の冷性浮腫および頸静脈怒張が発現し，収縮期駆出性雑音が聴取された．血液検査，心電図検査
および心臓超音波検査を実施したが，生前にうっ血性心不全の原因は特定できなかった．病理解剖に
より，腕頭動脈と前大静脈の短絡が確認された．また，前縦隔において前大静脈に大型の静脈瘤（直径
10cm）が形成されていた．本症例は，先天性動静脈瘻の結果，静脈瘤形成とうっ血性心不全を呈した
成牛の稀な症例と思われた．
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１．はじめに
　動静脈瘻は動脈－静脈間の異常連絡であり，先天性と
後天性のものがある［1］．最も一般的な先天性動静脈短
絡は，動脈管開存であり，発生上の異常により生じる［2, 
3］．いっぽう，後天性動静脈短絡は通常，鈍性あるいは
貫通性の外傷性，もしくは腫瘍の増殖に関連した血管新
生の結果として起こる［3］．今回，先天性の腕頭動脈と
前大静脈の短絡により，うっ血性心不全を呈したホルス
タイン種成牛の症例に遭遇したため，その概要について
報告する．

２．症　例
　症例は２歳６カ月齢，ホルスタイン種乳牛の雌であ
り，分娩後６カ月時に，水様性下痢を主訴に受診した．
初診時（第１病日），体温38.4度，心拍数80回/分で，胆
汁酸製剤，活性生菌剤等により加療された．第２病日以
後も治療は継続されたが，症状は改善されず，第８病日
には胸垂浮腫と頸静脈怒張が発現し，収縮期心雑音も認
められた．第14病日に病性鑑定のため帯広畜産大学へ搬

入された．
　搬入時，症例は著しく削痩しており，水様性下痢を排
出し，頸静脈の怒張と拍動が認められた．直腸検査によ
り直腸粘膜の浮腫が触知された．聴診では左肺動脈領域
に最強点をもつ収縮期雑音が聴取され，心電心音図解析
の結果，収縮期駆出性雑音であると確認された（図１）．
心エコー検査では，右心室の拡張と肺動脈の拡張が確認
されたが（図２），他の異常所見は確認できなかった．
腹部エコー検査では，肝静脈の拡張がみられた．血液検
査では，軽度の貧血，および白血球数と血小板の減少が
認められた（表１）．血液生化学検査では，アルブミン
と総コレステロールの低値，γ-グルタミルトランスペ
プチターゼ（GGT）とアルカリホスファターゼ（ALP）
の高値が確認された（表１）．A/G比は1.03であった．
　第19病日に実施された病理解剖では，腕頭動脈と前大
静脈間に短絡（腕頭動脈-前大静脈動静脈瘻）が確認さ
れた．また，前大静脈の短絡開口部対側に，直径10cm
大の波動感を有する腫瘤が確認された（図３）．腫瘤は
大量の血液を容れた嚢状の構造で，内腔が前大静脈に連
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続する静脈瘤であった．心臓は30×25×18cm大で円形
を呈していた．両心室腔及び肺動脈の拡張が確認され，
心室壁は脆弱であった．肝臓は60×40×18cm大に腫大
し，硬度をやや増していた．その他，腹水の増量と腸間
膜の重度水腫が認められた．図４に腕頭動脈-前大静脈
動静脈瘻と静脈瘤を含めた心臓血管系の模式図を示す．

３．考　察
　本症例は，胸垂浮腫，頸静脈の怒張と拍動，水様性下
痢といった，うっ血性心不全症状を呈した成牛であっ
た．生前の検査では，左肺動脈領域に最強点をもつ収縮
期駆出性雑音を認めたため，肺動脈狭窄の病態があると
考え，先天性心奇形（肺動脈狭窄，ファロー四徴など）
または心内膜炎を疑った．しかし心臓超音波検査では肺
動脈の狭窄や疣贅物形成はみられず，むしろ肺動脈拡張

表１．血液および血液生化学所見（第14病日）

RBC　 6.50×106/μℓ BUN 20.6mg/dℓ
Hb 8.5g/dl Creatinine 1.1mg/dℓ
PCV 24.3% T.cholesterol 46mg/dℓ
MCV 37.4 fl AST 38U/ℓ
MCH 13.1 pg ALP 213U/ℓ
MCHC 35.0g/dℓ GGT 120U/ℓ
Platelet 9.8×104/μℓ Na 140mEq/ℓ

K 3.6mEq/ℓ
Cl 100mEq/ℓ

WBC 4,200/μℓ TP 6.2g/dℓ
Sta ０% Albumin 43.1％ （2.7g/dℓ） 
Seg 53% α-globulin 14.4％ （0.9g/dℓ）
Lym 41 % β-globulin 10.3％ （0.6g/dℓ）
Mon ０% γ-globulin 32.2％ （2.0g/dℓ）
Eos ６% A/G   1.03 

図１．心電心音図検査所見（第14病日）．左側肺動脈領
域に最強点を有する収縮期駆出性雑音が記録され
た．

図３．胸腔を左側より観察すると，円形を呈した心臓
と拡張した肺動脈（PA），また心臓頭側の前縦隔
には静脈瘤（＊）が認められる（RV：右心室，
LV：左心室）．

図２．心臓超音波検査所見（左側，第14病日）．収縮期
駆出性雑音から肺動脈（PA）の狭窄を疑ったが，
PAはむしろ拡張していた．RV：右心室，AO：
大動脈．

図４．腕頭動脈-前大静脈動静脈瘻と静脈瘤を含めた心
臓血管系の模式図（BT：腕頭動脈，AO：大動脈，
CVC：前大静脈，PA：肺動脈，LA：左心房，
LV：左心室，RA：右心房，RV：右心室）．
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像が認められた．また，血液および血液生化学検査にお
いても炎症像は認められず，うっ血性心不全の原因と駆
出性雑音の起源は不明であった．
　病理解剖の結果，腕頭動脈-前大静脈動静脈瘻が確認
されたが，この成因については，後天的に動静脈瘻を生
じさせる原因または病変がみられなかったことから，先
天性と考えられた．また，本症例では心臓頭側の左側前
縦隔の前大静脈に大きな静脈瘤が形成されていた．この
静脈瘤は先天性動静脈瘻により動脈血が前大静脈へ流入
し，その圧力により形成されたと考えられた．さらに，
動脈血の流入により右心流入血液量が増加し，右心の容
量負荷が起こり，浮腫や腹水貯留などのうっ血症状が発
現したと考えられた．なお，生前に確認された収縮期駆
出性雑音は，右心流入血液量の増加による，肺動脈の相
対的狭窄により生じた可能性があると考えられた．
　牛の大血管における先天性動静脈瘻としては動脈管開
存が一般的であるが，それ以外では，ホルスタイン子牛
（23日齢）において，両頸動脈-前大静脈動静脈瘻が１
例報告されているのみである［4］．一般に，大・中動物
では本症例のような心大血管奇形が起こる確率は低く，
また多くは幼若期に異常が発見される［5］．著者らの知

る限り，動物における腕頭動脈-前大静脈動静脈瘻の報
告はみあたらないことから．本症例は成牛でみられた非
常に稀な動静脈短絡の１症例であると考えられた．
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Congestive heart failure caused by an arteriovenous fistula between the 
brachiocephalic trunk and the vena cava cranialis in a Holstein cow
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ABSTRACT　　　A rare case of congestive heart failure caused by congenital arteriovenous fistula 
in an adult Holstein cow is presented. A 30-month-old Holstein cow presented with watery diarrhea. 
Edema in the dewlap, dilatation of the jugular vein and systolic murmur were noted 8 days after 
the first presentation. The cause of the congestive heart failure was inconclusive by blood tests, 
electrocardiography and echocardiography. Postmortem examination revealed an arteriovenous fistula 
between the brachiocephalic trunk and the cranial vena cava. The formation of a large varix of 10 cm in 
diameter was found at the cranial vena cava in the cranial mediastinum. 
　　Key Words：congenital arteriovenous fistula, congestive heart failure, systolic murmur, varix
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